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分担研究報告書 
オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重症化予防ストラテジーの確立に資する研究 
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A．研究目的 
 B 型肝炎ワクチン定期接種開始後の B 型

肝炎ウイルス感染およびワクチン効果の実

態を明らかにする。 
 
B．研究方法 
 大阪母子医療センター臨床検査部におい

て検査を行ったあとの残血清を廃棄前に回

収し、HBs 抗体価および HBc 抗体価を測

定する。 
（倫理面への配慮） 
 本研究については研究代表者の森岡一朗

により日本大学医学部付属板橋病院におい

て中央一括審査による倫理審査を受け、そ

の後大阪母子医療センター倫理委員会でも

承認を受けた。 
 
C．研究結果 
 2022 年 2 月 17 日に 245 検体を回収し、

株式会社 LSI 目ディエンスに提出した。 
 
D．考察 
 今年度は残余血清の回収方法や対象をど

うするか共同研究者と協議を重ね、検体の

回収を開始する段階に至った。次年度には

十分な検体の回収と解析を行い、B 型肝炎

ワクチン定期接種開始後に小児における B

型肝炎ウイルス感染およびワクチン効果の

実態を明らかにできるものと考える。 
 
E．健康危険情報 
 なし 

 

研究要旨  
B 型肝炎ワクチン定期接種開始後の B 型肝炎ウイルス感染およびワクチン効果の実態を

明らかにするために、当センター臨床検査部に保存されている残血清を廃棄前に回収し、

HBs 抗体価および HBc 抗体価を測定するための方策を構築し、検体の提出を行った。 
 
 
 


